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赤い羽根共同募金高齢者のために

ボランティアのために在宅介護者のために

金婚夫婦お祝い・一人だけの金婚式

福祉体験学習介護者のつどい

　今年も10月1日から12月31日まで全国一斉に赤
い羽根共同募金運動が展開されます。
　芦北町においても、区長さんをとおして封筒募金
という形で実施いたします。また、戸別募金のほか
に職域募金、企業募金、個人及び募金箱の設置によ
る募金も受け付けています。集まった募金の82％
は、次年度に芦北町へ地域配分金として還元され、
地域福祉サービスの充実のため活用させていただい
ております。残りの18％は、広域的な課題解決のた
めに都道府県の範囲内で活用されます。
　この2･3面では、芦北町における共同募金配分金
事業の一部を紹介しています。皆さまの温かいご支
援とご協力をお願いします。
　この事業についてのお問い合わせは、下記の連絡
先へお気軽にお電話ください。

　熊日新聞社の金婚式の際にお祝いの記念品を贈呈
しています。
　本年度は、９月13日(水)芦北町社会教育センター
で開催され、74組の方が表彰されました。
　また、残念ながらお二人で迎えることができな
かった方に対して「一人だけの金婚式」も平成21年
度から行っております。

　町内の小・中・高校生を対象に、夏休み期間を活
用して福祉施設での体験をとおして福祉やボラン
ティアに対する意識の向上を図ることを目的に実施
しました。
　本年度は、延125名の児童･生徒が参加しました。

　在宅で介護をされている方が一時的に介護から離
れることでリフレッシュを図ることを目的に年4回
実施しています。８月29日(火)には、小林市へのバ
スハイクを行いました。りんご狩りと昼食、温泉入
浴で皆さんリフレッシュでき、楽しい交流となりま
した。
　次回は､12月７日(木)にミニ門松づくりを行います｡

共同募金配分金事業

＊連絡先＊
共同募金芦北町分会
☎８６－０２９４
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子どもたちのために

被災者のために芦北町全体の福祉の活性化のために

親と子の一日旅行子どもふれあい教室

災害見舞金地域“ふれあい拠点づくり”事業

　母子・父子家庭等(中学生以下)を対象に親子の交
流と対象世帯の相互の交流を図ることを目的に実施
します。

　町内の小学生を対象に芦北町の良いところの再発
見と地域の方たちとの交流を目的に実施します。
　昨年度は、女島の「ゆめもやい」にて女島地域の
方の協力を得て、吉尾小学校の生徒さんが「ちくわ
作り」を行いました。ちくわの原料の魚がすり身に
なるところから見学し、竹にすり身を巻きつけて焼
く体験はとても楽しかったようです。

　火災、風水害、その他
の天災により、被害を受
けた住家に対し、見舞金
を支給します。

　公民館、集会所を単位とした小地域を対象に、地
域住民が集い、ふれあうための備品の購入や整備に
対して助成します。

共同募金配分金事業
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ご理解・ご協力ありがとうございました　特別会員ご加入の御礼

　芦北町社会福祉協議会は、地域福祉を推進す
る団体であり、その活動に賛同いただいた施
設、事業所、企業等にも特別会員としても御協
力いただいています。
　今回、右記の企業様に特別会員としてご加入
いただきました。ご協力いただきました特別会
費は、芦北町の地域福祉の向上のために活用さ
せていただきます。

９月４日現在(敬称略)

・㈱トラスト ・五松園　　
・野坂の浦荘 ・新清苑　　
・みつば学園 ・湯浦熊日新聞販売所
・有限会社永田商店 ・紫おん福祉の家　　
・通所リハビリテーションさくら
・湯浦保育園　　
・福浦鮮魚 ・石蕗の里　　
・平江商店 ・芦北自動車　　
・㈱城南クリーン ・宍倉税理士事務所

(順不同)

特別会員ご加入の御礼

 ご理解とご協力
ありがとうございました

町民総踊り

｢最優秀賞｣

　８月19日(土)農村公園横の堤防道路で行われました「町民総踊り」に芦
北町社会福祉協議会として参加してきました。当日は34名の職員が参加
し、練習の成果が発揮でき、見事最優秀賞を受賞することができました。
　日頃の業務にもこのチームワークの良さを発揮し、芦北町の地域福祉の
向上に努めたいと思います。

とったどぉー!!
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小地域福祉推進事業・民生委員児童委員協議会

↑小田浦 5･6･7 地区の「小田浦いきいきサ
ロン」では、前年度のサロン代表者会議で実
施した籠づくりを行っていました。製作中は、
笑いが絶えず、楽しい交流となりました。

花東地区サロン「よろう会」では、親子会と老人会とのコ
ラボレーションで地域に設置する安全標語の製作を行いま
した。当日は、製作後にそうめんとスイカをみんなでいた
だき、終始笑顔の世代間交流となりました。↓

諏訪地区「ふれあいサロン」では、海浦地区サロン「さ
わやか」より２名がクラフトテープの籠づくりで講師
として招かれ、交流を兼ねて指導をされました。　→
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　八幡荘デイサービスセンターでは、ミニ田
植えを行いました。利用者の皆さまや田植え
の先生の指導のおかげで、きれいに植えるこ
とができました。秋の収穫が楽しみです。

　きずなの里デイサービスセンターでは、毎年恒例の
夏祭りを開催しました。昼食やかき氷などでお腹を満
たしたところで、水風船釣りや抽選会を行いました。
きっと、利用者の皆さまのいい夏の思い出づくりに
なったかと思います。

デイサービス事業

写真で見るデイサービス事業

自称“田植えの先生”(・・;)

昔取った杵柄！
皆さん手つきがいいです (^^)

おぉ～
水風船の釣れたよぉ～！

楽しい水風船釣り

かき氷食べて見らんね (＾ｕ＾ )
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